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学会・研究会での発表（口頭・ポスター） 

1 星 博幸，地質の空間分布の多様性．第 55 回種生物学シンポジウム，愛知県青

年の家，2023 年 12 月． 

2 星 博幸，伊豆衝突帯周辺の中新世地殻変形（招待講演）．日本地質学会第 130
年学術大会，京都大学，2023 年 9 月． 

3 太田 映・黒田潤一郎・高嶋礼詩・星 博幸・鈴木勝彦・石川 晃，根室層群に

おける白亜紀-古第三紀境界のオスミウム同位体層序．日本地質学会第 130 年学

術大会，京都大学，2023 年 9 月． 

4 柴田伊廣・青山 裕・加納靖之・星 博幸・佐藤明子・松原 誠・横山 光，日

本地質学会が支援する地震火山地質こどもサマースクール．日本地質学会第 130
年学術大会，京都大学，2023 年 9 月． 

5 星 博幸・高橋亮貴・高嶋礼詩・林 圭一，根室層群の白亜系–古第三系境界堆

積物の磁気特性．日本地球惑星科学連合 2023 年大会，幕張メッセ，2023 年 5 月． 

6 星 博幸・北野陽太・三田一葉・高嶋礼詩・林 圭一，北海道東部，白糠丘陵に

分布する根室層群の古地磁気層序．日本地球惑星科学連合 2023 年大会，幕張メ

ッセ，2023 年 5 月． 

7 高嶋礼詩・林 圭一・黒田潤一郎・太田 映・星 博幸・折橋裕二・西 弘嗣・

山中寿朗・沢田 健・林 和生・池田雅志・細萱航平・淺原良浩，白糠丘陵地域

に露出する根室層群の白亜紀-古第三紀境界付近の層序．日本地球惑星科学連合

2023 年大会，幕張メッセ，2023 年 5 月． 

8 星 博幸，伊豆衝突帯周辺の本州地殻の変形：陸上地質と古地磁気の証拠．東京

大学大気海洋研究所共同利用研究集会「フィリピン海プレート北端部テクトニク

スの再検討」，東京大学大気海洋研究所，2022 年 11 月． 

9 星 博幸・川上 裕・岩野英樹・檀原 徹，紀伊半島東部の四万十付加体竜神コ

ンプレックスに挟在する珪長質凝灰岩のジルコン U-Pb及び FT 年代．日本地質

学会第 129 年学術大会，早稲田大学，2022 年 9 月． 

10 星 博幸・岩野英樹・檀原 徹，長野県中部に分布する守屋層火山岩類（中新統）

のジルコン U–Pb 年代とその層序学的意義．日本地質学会第 129 年学術大会，早

稲田大学，2022 年 9 月． 

11 星 博幸，日本海拡大時の西南日本の移動様式：紀伊半島、田辺層群の古地磁気

データからの制約．日本地球惑星科学連合 2022 年大会，幕張メッセ（ハイブリ

ッド），2022 年 5 月． 

12 内田泰蔵・星 博幸，美濃帯犬山セクションの層状チャートに貫入する岩脈の古

地磁気．日本地球惑星科学連合 2022 年大会，幕張メッセ（ハイブリッド），2022
年 5 月． 

13 星 博幸，田辺層群の古地磁気から推定される日本海拡大期の西南日本の移動様



 
 

式．令和 3 年度高知大学海洋コア総合研究センター全国共同利用研究成果発表

会．オンライン，2022 年 3 月． 

14 安藤佑介・星 博幸・甲能直樹・楓 達也，瑞浪市明世町の市道工事で出現した

瑞浪層群明世層と産出化石．日本古生物学会第 171 回例会，オンライン，2022 年

2 月． 

15 大路樹生・吉田英一・前田晴良・森 勇一・蜂矢喜一郎・水野吉昭・田中源吾・

田中里志・山田敏弘・奈良正和・内田臣一・星 博幸・氏原 温・齊藤 毅・川

瀬基弘・子安和弘・加藤 萌・村宮悠介・山岡雅俊・安藤佑介・一田昌宏・宇佐

美徹・林 常喜・牧口貴久・市村駿汰，下部中新統師崎層群の深海動物化石発掘

調査．日本古生物学会第 171 回例会，オンライン，2022 年 2 月． 

16 星 博幸・久野元晴，北日本，青森県津軽地域の地殻回転運動．2021 年度日本

地球化学会年会，オンライン，2021 年 9 月． 

17 古川邦之・谷健一郎・金丸龍夫・星 博幸，中新統，師崎層群の凝灰質砂岩と瑞

浪層群の軽石火山礫凝灰岩の地層対比．日本地質学会第 127 年学術大会，オンラ

イン，2021 年 9 月． 

18 星 博幸・三輪哲生・杉崎雄一・堤田健太・岩野英樹・檀原 徹，島弧衝突に関

連した高遠-守屋地域（長野県）の地殻回転．日本地質学会第 127 年学術大会，

オンライン，2021 年 9 月． 

19 星 博幸・久野元晴，本州北部，西津軽地域の地殻回転運動．日本地質学会第 127
年学術大会，オンライン，2021 年 9 月． 

20 星 博幸・岩野英樹・檀原 徹，日本海拡大時に西南日本は時計回りに回転した：

外帯の中新世堆積物からの証拠．日本地球惑星科学連合 2021 年大会，オンライ

ン，2021 年 6 月． 

21 Brown, M., Yamamoto, Y., Hoshi, H., Kono, M., Tanaka, H., Koyaguchi, T., Jicha, B., 
Masaoka, K., Sinnen, V., Tonti-Filippini, J., Ishikawa, H. and Bono, R., Palaeomagnetism 
of ca. 3-4 Ma lavas from Borgarfjordur, Iceland: magnetostratigraphy and paleo secular 
variation of direction. 2021 JpGU Meeting, Virtual, 2021 年 6 月. 

22 星 博幸，地学をよく知らない小学校・中学校・高等学校教員をどうサポートす

るか（招待講演）．日本地球惑星科学連合 2021 年大会，オンライン，2021 年 6
月． 

23 星 博幸・岩野英樹・檀原 徹，紀伊半島に分布する田辺層群（中新世堆積物）

の U-Pb 年代と古地磁気．令和 2 年度高知大学海洋コア総合研究センター全国共

同利用研究成果発表会．オンライン，2021 年 3 月． 

24 Brown, M., Yamamoto, Y., Hoshi, H., Kono, M., Tanaka, H., Koyaguchi, T., Jicha, B., 
Masaoka, K., Sinnen, V., Tonti-Filippini, J., and Ishikawa, H., Palaeomagnetism of 
Western Iceland. 2021 MagIC Workshop, Online, 2021 年 1 月. 

25 星 博幸・岩野英樹・檀原 徹，西南日本，田辺層群（中新世堆積物）の U-Pb
年代と古地磁気：予備的報告．地球電磁気・地球惑星圏学会第 148 回講演会，オ

ンライン，2020 年 11 月． 

26 星 博幸，日本海拡大（基調報告）．第６回東北ジオパーク学術研究者会議．オ



 
 

ンライン，2020 年 7 月． 

27 Hoshi, H., Implications of new Paleocene paleomagnetic data from SW Japan for the 
mode of early opening of the Japan Sea (invited). JpGU-AGU Joint Meeting: Virtual, 
2020 年 7 月. 

28 Hoshi, H. and Ohashi, M., Highly scattered paleomagnetic directions of middle Miocene 
volcanic rocks in the Inase area in Northeast Japan: vertical-axis rotations? JpGU-AGU 
Joint Meeting: Virtual, 2020 年 7 月. 

29 星 博幸，西南日本の暁新世火山岩脈群から得られた古地磁気データとそのテク

トニックな意味．令和元年度高知大学海洋コア総合研究センター全国共同利用研

究成果発表会．高知大学海洋コア総合研究センター，2020 年 2 月. 

30 Brown, M, Yamamoto, Y., Hoshi, H., Kono, M., Tanaka, H., Koyaguchi, T., Jicha, B., 
Masaoka, K., Tonti-Filippini, J., Ishikawa, H., Palaeomagnetism of ca. 3–5 Ma lavas from 
Western Iceland. 2019 American Geophysical Union (AGU) Fall Meeting, San Francisco, 
2019 年 12 月. 

31 Hoshi, H., Sahashi, K., Yanagisawa, Y., Kurihara, Y. and Hiroki, Y., Paleomagnetism of 
the lower part of the Ichishi Group in Southwest Japan. 地球電磁気・地球惑星圏学会

第 146 回講演会，熊本市国際交流会館，2019 年 10 月． 

32 星 博幸・山本裕二・Maxwell C. Brown・政岡浩平・Justin Tonti-Filippini，アイス

ランド西部に分布する溶岩群の古地磁気研究．日本地質学会第 126 年学術大会，

山口大学，2019 年 9 月． 

33 星 博幸・佐橋花菜・柳沢幸夫・栗原行人・廣木義久，三重県，一志層群（中新

統）の年代と古地磁気回転．日本地質学会第 126 年学術大会，山口大学，2019 年

9 月． 

34 入月俊明・木村萌人・柳沢幸夫・加藤啓介・林 広樹・星 博幸・田中裕一郎・

藤原祐希・赤井一行，近畿地方の第一瀬戸内区中新統の層序，微化石と対比．日

本地質学会第 126 年学術大会，山口大学，2019 年 9 月． 

35 星 博幸，伊豆半島の須崎恵比寿島における石碑の風化．2019 年度全国地学教

育研究大会・日本地学教育学会第 73 回全国大会，秋田大学，2019 年 8 月． 

36 星 博幸・松尾卓郎，中部日本の前期中新世堆積物の古地磁気方位とそのテクト

ニックな意義．日本地球惑星科学連合 2019 年大会，幕張メッセ，2019 年 5 月． 

37 星 博幸，石碑の風化：伊豆半島，須崎恵比寿島における例．名古屋地学会第 70
回総会・講演会，芳陵会館（名古屋市），2019 年 5 月． 

38 星 博幸・松尾卓郎，岩村，天狗棚，新野峠に分布する前期中新世堆積物の古地

磁気方位と回転運動．名古屋地学会第 70 回総会・講演会，芳陵会館（名古屋市），

2019 年 5 月． 

39 松尾卓郎・星 博幸，中部日本の前期中新世堆積物の古地磁気方位とそのテクト

ニックな意義．平成 30 年度高知大学海洋コア総合研究センター全国共同利用研

究成果発表会．高知大学海洋コア総合研究センター，2019 年 3 月． 

40 Hoshi, H., Oshida, H., Hayashi, H., Iwano, H., Danhara, T., Kurihara, Y. and Yanagisawa, 
Y., Age of the N7/N8 (M4/M5) planktonic foraminiferal zonal boundary determined from 



 
 

magnetobiostratigraphy and zircon geochronology. 2018 American Geophysical Union 
(AGU) Fall Meeting, Washington, DC, 2018 年 12 月. 

41 星 博幸・大信田彦磨・林 広樹・岩野英樹・檀原 徹・栗原行人・柳沢幸夫，

浮遊性有孔虫化石層序 N7 帯/N8 帯境界の年代．日本地質学会第 125 年学術大会

（つくば特別大会），産業技術総合研究所，2018 年 12 月． 

42 Matsuo, T. and Hoshi, H., New paleomagnetic data from early Miocene sediments in 
central Japan and tectonic implications. 地球電磁気・地球惑星圏学会第 144 回講演

会，名古屋大学，2018 年 11 月． 

43 山本康平・星 博幸，愛知県新城市西部に分布する岩脈群の地質と残留磁化方位．

日本地質学会第 125 年学術大会，北海道大学，2018 年 9 月． 

44 星 博幸，土についての大学生の認識と小学校・中学校理科教育との関連．平成

30 年度全国地学教育研究大会・日本地学教育学会第 72 回全国大会，筑波大学，

2018 年 8 月． 

45 星 博幸・大信田彦磨・林 広樹・岩野英樹・檀原 徹・栗原行人・柳沢幸夫，

浮遊性有孔虫層序 N7 帯/N8 帯境界の年代：古地磁気層序と U–Pb 年代測定によ

る検討．日本地球惑星科学連合 2018 年大会，幕張メッセ，2018 年 5 月． 

46 星 博幸・黒木竜太郎・大信田彦磨，西南日本，中新統一志層群上部の古地磁気

と岩石磁気．日本地球惑星科学連合 2018 年大会，幕張メッセ，2018 年 5 月． 

47 星 博幸，関東対曲構造の形成はいつ始まったか？ 日本地球惑星科学連合 2018
年大会，幕張メッセ，2018 年 5 月． 

48 山本康平・星 博幸，設楽火成複合岩体西縁部に分布する岩脈群の地質と古地磁

気．日本地球惑星科学連合 2018 年大会，幕張メッセ，2018 年 5 月． 

49 山本康平・星 博幸，新城市西部に分布する火山岩岩脈の地質と残留磁化方位：

設楽火山岩類との関係と活動期間．名古屋地学会第 69 回総会・講演会，芳陵会

館（名古屋市），2018 年 5 月． 

50 Hoshi, H., Oshida, H., Hayashi, H., Iwano, H., Danhara, T., Kurihara, Y. and Yanagisawa, 
Y., Dating the N7/N8 (M4/M5) planktonic foraminiferal zonal boundary. 2018 European 
Geosciences Union (EGU) General Assembly, Vienna, 2018 年 4 月. 

51 Hoshi, H., Kuroki, R. and Oshida, H., Magnetostratigraphy of an early Miocene 
sedimentary sequence in central Japan: implication for the age of the N7/N8 (M4/M5) 
planktonic foraminiferal zonal boundary. 2018 European Geosciences Union (EGU) 
General Assembly, Vienna, 2018 年 4 月. 

52 星 博幸・大信田彦磨・林 広樹・岩野英樹・檀原 徹・栗原行人・柳沢幸夫，

浮遊性有孔虫層序 N7 帯/N8 帯境界の年代：古地磁気層序と U–Pb 年代測定によ

る検討．平成 29 年度高知大学海洋コア総合研究センター全国共同利用研究成果

発表会．高知大学海洋コア総合研究センター，2018 年 3 月． 

53 Hoshi, H. and Sugisaki, Y., Tectonic implications of a paleomagnetic direction obtained 
from a Miocene dike swarm in central Honshu, Japan. 2017 American Geophysical Union 
(AGU) Fall Meeting, New Orleans, 2017 年 12 月. 

54 星 博幸・杉崎雄一，飛騨地方に発達する中新世岩脈群の古地磁気と回転運動．



 
 

地球電磁気・地球惑星圏学会第 142 回講演会，京都大学防災研究所，2017 年 10
月． 

55 松尾卓郎・星 博幸，西南日本東部，天狗棚地域の北設亜層群の古地磁気方位．

日本地質学会第 124 年学術大会，愛媛大学，2017 年 9 月． 

56 加藤啓介・入月俊明・柳沢幸夫・星 博幸，京都府中新統綴喜層群の層序と珪藻

化石．日本地質学会第 124 年学術大会，愛媛大学，2017 年 9 月． 

57 大信田彦磨・林 広樹・柳沢幸夫・栗原行人・星 博幸，三重県に分布する一志

層群上部の複合化石層序．日本地質学会第 124 年学術大会，愛媛大学，2017 年

9 月． 

58 杉崎雄一・星 博幸，飛騨地方の中新世岩脈群から得られた古地磁気方位の地質

学的意味．日本地質学会第 124 年学術大会，愛媛大学，2017 年 9 月． 

59 星 博幸，中新世における西南日本の時計回り回転：レビュー．日本地球惑星科

学連合 2017 年大会，幕張メッセ，2017 年 5 月． 

60 星 博幸・伊藤真規，紀伊半島北部に分布する中新世火砕流堆積物の古流向：帯

磁率異方性（AMS）からの推定．日本地球惑星科学連合 2017 年大会，幕張メッ

セ，2017 年 5 月． 

61 星 博幸，小学校理科における「土」の扱い．名古屋地学会第 68 回総会・講演

会，芳陵会館（名古屋市），2017 年 5 月． 

62 舘 可奈・星 博幸，マーキング法による木曽川河川礫の移動調査．名古屋地学

会第 68 回総会・講演会，芳陵会館（名古屋市），2017 年 5 月． 

63 星 博幸・近藤幸実，砕屑岩脈の注入方向を磁気測定から探る：中新世小佐岩脈

の例．地球電磁気・地球惑星圏学会第 140 回講演会，九州大学，2016 年 11 月． 

64 星 博幸・山本裕二・渋谷秀敏，磁極と地磁気極．平成 28 年度全国地学教育研

究大会・日本地学教育学会第 70 回全国大会，四国大学，2016 年 10 月． 

65 松尾卓郎・星 博幸，岐阜県東部に分布する岩村層群遠山層の古地磁気と回転運

動．平成 28 年度全国地学教育研究大会・日本地学教育学会第 70 回全国大会，

四国大学，2016 年 10 月． 

66 大信田彦磨・星 博幸・林 広樹，三重県一志層群上部の浮遊性有孔虫化石層

序：中新世の複合年代尺度の高精度化を目指して．平成 28 年度全国地学教育研

究大会・日本地学教育学会第 70 回全国大会，四国大学，2016 年 10 月． 

67 星 博幸・岩野英樹・檀原 徹・酒向和希，濃飛流紋岩のジルコン U-Pb 年代：

約 70 Ma の急速形成．日本地質学会第 123 年学術大会，日本大学文理学部，2016
年 9 月． 

68 大信田彦磨・星 博幸・林 広樹，三重県一志層群上部の浮遊性有孔虫化石層

序：中新世の古地磁気–微化石年代尺度の高精度化を目指して．日本地質学会第

123 年学術大会，日本大学文理学部，2016 年 9 月． 

69 松尾卓郎・星 博幸，岐阜県東部，岩村層群遠山層の古地磁気と回転運動．日本

地質学会第 123 年学術大会，日本大学文理学部，2016 年 9 月． 



 
 
70 高嶋礼詩・桑原 里・西 弘嗣・星 博幸・新正裕尚・和田穣隆・竹村恵二，ア
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